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■研究課題 ■

自然環境を大切にする心と実践力を育てる環境教育と校長の在り方

分 科 ξ}の 趣 旨

科学技術 の驚異的な進歩による経済活動の拡

大や 人口増が もた らす環境破壊は,自 然のもつ

復元能 力をはるか に超えている。 今,地 球環境

の悪化が大 きな課題 とな っている。環境汚染や

異常気象,自 然災害の多発,中 でも地球温暖化

は,人 類の生存に関わ る課題 である。環境破壊

の抑 止,生 物多様性の保全等 の地球環境保全の

考えに立ち,n然 環境の保護 ・整備や循環型社

会の形成に向けた意識改革が 望まれている。

このような現実 をはっき りと認識 し,持 続可

能な社会をつ くる人間と環境 との関わ りについ

て,了 どもたちに地球的視野で考え させ ること

が大切であ り,次 代を担 う子 どもたちに期待す

る役割 や教育に委ね られている期待は大きい。

fど もた ちが,か けがえのな い地球環境の保 全

に取 り組む意 欲 ・能力を身に付ける教育の推進

が望 まれて いる。

そのため には,子 どもが体験活動等 を通 して

身近な環境 や生活か ら環境 問題 について考え,

人間 と環境 との関わ りについて理解を深め,【E

しい知識や見方 ・考え方 を身 に付けることが大

切である。 さらに.自 然 と共生するため,環 境

保全への実践的な態度や能 力を身に付 ける とと

もに,身 近なところか ら環境問題の解決に向け

た具体 的な行動を とり,積 極的に取 り組んでい

く子 どもを学校 ・家庭 ・地域 ・関係機関等 と運

携 して育成 して いく必要がある。

本分科会では,自 然環境 を大切にす る心 と環

境保全のため主体的に行動する実践的な態度や

資質,能 力を育てる環境教育推進に果たす校長

の在 り方を明 らかにする。

リーヴーシツフの視点

(1)教 科 ・領域等 との関連 を図った,環 境教育

の推進

自然環境を大切にしよ うとす る子 どもの意

識と意欲を育てるためには,身 近な環境問題

に関心 をもたせ,問 題を見出 し,考 え,判1新

し,よ りよい環境づ く りや環境 の保全に主体

的 に取 り組む態度 と能 力を育成する ことが大

切である。

そのためには.総 合的な学習 の時間 を中心

に各教科,道 徳,特 別活動などとの関連を図っ

た環境教育を全校体制で推進 してい く必要が

ある。

こうした学校全体で取 り組む環境教育の推

進 と学校の指導体制づ くりにお ける校長の果

たすべ き役割 と指導性を究明す る。

② 多様な体験的な活動を通 し,実 践的態度の

育成の充実

環境問題 を学ぶ にあた り,子 どもたちが 自

分は被害者であると同時 に加害者にもな り得

るという認識を もって,環 境 に配慮 した循環

型の生活 に転換する ことの大切 さに気付くこ

とが必要である。

また,環 境問題は.子 どもの 口常生活 と密

接な関係 にある ことか ら,食 育や 生活 との関

連を図 った体験的な活動 を重視 し.問 題解決

的な学習や実践的な活動 に積極的 に取 り組む

ことが大切である。 さらに,体 験的な活動を

通 して,家 庭 ・地域 ・関係諸機閲との連携を
一層図 りなが ら

,学 校や地域の特色を活か し

た環境教育の展開 と環境の保全にk体 的に取

り組む態度 と能 力を育てる実践的な活動を推

進 しなければ な らない。

こうした環境 教育の実践 的活動 の充実に果

たすべき校長の役割と指導性について究明する。
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1 エネルギー ・環境教育の推進 と校長 の関わ り

渡島地区 松前町立松城小学校 福 原 至

麟 鰹 旨
人類は科学技術を進歩させて物質的に豊かな社会

をつくり上げ,生 活様式をも大きく変化させた。 し

か し,平 成23年3月11日 に発生した東 日本大震災

に伴う福島第一原予力発電所からの放射能漏れ事故

は近隣住民の健康を脅かすだけでなく,全 国的な原

子力発電所の停止による節電,計 画停電 という事態

を引き起こしている。

環境教育のね らいは,持 続口∫能な社会の構築を日

指し,諸 活動を通じてエネルギー ・環境問題に関す

る理解を深めるとともに,課 題意識を醸成 し,そ の

解決に向けて適切に判断し行動できる資質や能力を

身に付けさせることである。

子 どもたちが,身 近な生活を振り返 り,省 エネや

省資源に結び付く活動を行い,そ の意味や意義を問

い,エ ネルギー ・環境問題や省エネ ・省資源に対す

る関心を高め,基 礎的な知識や実践力を身に付ける

ための,校 長としての役割と指導性を明らかにする。

興 雌 の樋.
1研 究のね らい

現在の豊かな生活 は,エ ネルギー資源の人量消

費によ って支え られ ているが,化 石エ ネルギ ーの

消費が地球温暖化な どの環境 に悪影響 を及ぼ した

り,エ ネルギ ー資源 の大量生産 によ り資源 が枯渇

し始めた りしてきている。

次世代を担 う了 どもたちが,地 球 温暖化 な どの

環境問題 も含め,エ ネルギー を取 り巻 く様 々な状

況や課題 に関す る正確な知識 を学ぶ とともに,エ

ネルギー を科学的に止 しく理解す る 「エネルギー ・

環境教育」(以 ド,エ ネルギー教 育)の 推進は喫

緊の課題 と言 えるV

そのような中,身 近 に様々な形態 の発竃所 を有

する渡島管内の実態を踏 まえ,子 どもたちが,日 々

の生活 にお いてエ ネルギーや エネルギー ・環境問

題 について,適 切な判断 と行動 がで きるよ うにす

るための基礎 を構築する教育活動 を進 めることが

重要で あ り,そ のため に校長 が果た さなければな

らない役割 と指導性を明 らかにす る。

2研 究の 内容

(1)調 査研究…エネルギー教育の指導に関する調査分析

・エ ネルギ ー教育 に対す る校長の意識や考 え方

・児童への指導 に活用す る資料 についての考 え

方や校 長 としての リー ダー シップ
・エネルギー教育の実践と校長の果たすべき役割

② 経営研究 …エネルギー教育に関する校長の役割や指導性
・エネルギー教育 に関する指導資料 の作成な ど

(3)実 践研究 …指導資料を活用したエネルギー教育の推進
・指導資料 の活用

,実 践例の紹介 な ど

3年 次計画

(1)1年 次(平 成24年 度)
・実態調査…実態把握と課題解明

,実 践の収集と紹介
・指導資料 の作成

(2)2年 次(平 成25年 度)
・指導資料の配付(HP掲 載) ,活 用
・活用事例の収集 ・紹介

・全道小研 ・管内研究 大会で の提言

(3)平 成26年 度以 降→ 各校実践 の充実発展

4研 究の概要

(1)調 査研究～実態把握 と課題解明

「

1,エ ネルギー問題への着 目について
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◇ エ ネルギー教育を取 り扱 う場合 の教科 ・領

域 については,「 総合的な学 習の時 間」 が31

%と 番 多 く,次 いで 「理科」 「社 会科1と

なって いる。 一方で 「環 境に配慮 した物の活

用な どの学習」をする家庭科への意識がやや

低 いことが分かった。

また.グ ラフは省略 するが,エ ネルギー教

育 を取 り扱 う学年 としては,5・6年 が約3

割ずつ,3・4年 が約2割 ずつ と,第5学 年

辺 りか ら取 り扱お うとす る考 え方が 多いこと

が分か った。

8.資 料の作成は

救員による研

4,エ ネルギー教育の 内容

その他

◇ エネルギ ー教育の内容 は多岐にわたるが,

今 日的な 話題 の 巾か ら.校 長が どの よ うな

内容 をイメー ジして いるか調査 した。結果 と

しては 「エネルギー の大量消費による環境破

壊 ・汚 染 にっ いて」 が23%,「 新 しいエ ネル

ギー(原 子力を除 く再 生可能エネルギー)に

つ いて」 が20%,次 いで 「エネルギ ー資源 の

枯渇 について」 「発電の しくみ につ いて」そ

して 「原子 力 と放射能 について」 となった。

福島第 ・原 子力発電所 の事故 を受 け,「 原子

力や放射能 について」が選択肢の中で 一番少

なかった ことは,事 故後の影響の人きさと世

相の流れ を どう受 け止め るかで,学 校 として

どのよ うに指導す るか悩んでいる とも分析で

きる。

5.エ ネルギー教育の資料

◇ エネルギー教育を推進す るための資料の必

要性が高 いことが分かったが,そ の資料は ど

こが作成するのが良いか調査してみた ところ.

「北海道 ・北海道 教育委員会」 が一番多 く,

次 いで 「文部科学 省な どの国」 「市町村 ・市

町村教育委員会」 と行政機関 を挙げている。
「大学な どの研究機 関」 「北海道電 力な どの民

間企業1「 教 員による研 究サ ー クル」 と 専門

的な知uを 有する機 関を挙げ る校長 も多 い。
・方で 「校長 会や 教頭 会」 はわず か1%で

,

校長 として 自ら資料作 りに率 先 して取 り組 も

うとする姿勢はあま り感 じられなか った。

11.見 学 した発 電 所

1

◇ エネルギー教育を推進 するにあた り,指 導

資料の有無 につ いて調査 した ところ,「 ある」

は20%で,「 な い」 と 「探 して いる」 の二つ

を合わせ ると80%と い う結果 とな った。全国

的 な レベルでの資料は実 際あるが,地 域の実

態 に即 した資料はない ととらえて いる校長が

多 く,必 要 と している ことが分か った、

◇ 渡島管内 には様 々な形態の発電所があるが,

このよ うな発電所の見学の状況 を調 査 した と

ころ,約8割 の学校では教職 員 も児童 も 「見

学 した ことがな い」 ことが分かった。 ・方,

「見学 した ことがあ る発電 所」 と しては,森

町の濁川地熱発電所が一番多 く,次 いで知 内

町の火 力発電所 とな って いる。 「その他」 と

しては七飯町 の水 力発電所が挙 げ られた。

12.原 子力発電 や放射能の授業

今後予定して

いる

◇ 福島第 ・原711電 所の放射能漏れ事故 を

受 け,原f力 発電や放 射能に関す る授業の有

無 を調査 した と ころ,「 ある」 と 「ない」 は

同数であ り,「 今後予定 している」学校 も数

校見 られた。渡島管 内は隣接す る後志管内泊



押 斗会 一
村に停止中ではあるが泊原子力発電所を,津

軽海峡を隔てているが青森県大問町には,大

間原子力発電所が建設されようとしており,

もし,原 子力発電所が稼働中に何らかの災害

が発生した場合に備えた防災学習も必要 と考

えられる。

〈校長の関わり〉
・調査研究か ら

,エ ネルギー教育の推進に対

する意欲は見 られるが,資 料開発までには

至っていない。
・様々な形態の発電所がある地域の実態に即

した取組や原子力発電所及び放射能につい

て学習機会の設定など,校 長の指導性が求

められる。

② 経営研究～指導資料の作成 と効果的な活用

◇ 調査研 究か ら,エ ネルギー教育 の指 導に関

す る資料の必要性 を挙げ なが らも,行 政機 関

や専門機関による作成 を待 って いる現 状が浮

き彫 りとなった。

原子力発電所 の停止 による電力不足や放射

能漏 れ事故 への対応 は,一 刻 を争 う問題 であ

り,渡 島小中学校長 会研修 部で は,『 エネル

ギ ー教育の指導資料』 を作成 した。 内容 につ

いては調査項 目4の 結果 を基 に 「資源 の枯渇」

「環境破壊 ・汚染」 「発電 の仕組み」 「原子 力

と放 射能」 「節電」 とした。

◇ 作 成 した指 導 資料 は約14ペ ー ジとな った

た め,管 内の 小学 校 で活 用 しやす いよ う,

PDFフ ァイル と して 各校 へ送 付す る と とも

に,渡 島教育研究所 との連携 によ り,ホ ーム

ペー ジに掲載 されている。

なお,渡 島教育研 究所 のURLア ドレスは

次 のとお りとなっている。

URL:http://ww`v9,plala.or.jp/oshima-kenkyusho/

一
・原子 力 と放射線 との関係や原子力災 害の特

徴や放射線 による人体や周辺環境への影響

につ いて適切 に指導する ことができた。
・エネルギー資源 には限界があるな ど,エ ネ

ルギ ーに関す る学習 を通 し,児 童 自らの生

活 を見 直す契機 とな り,進 んで節電 に取 り

組 む ことの大切 さに気付かせ る ことがで き

た。

〈子 どもの感想か ら〉

「エネルギーの原料 となる石油や石炭 の資源

には,限 りがある ことがわか ったので,ぼ

くた ちも節電な どエネルギー を節約 してい

こうと思 いました。」

「使わな いときはコ ンセ ン トをぬ いた り,冷

蔵庫 の扉 をす ぐ閉めた りして,エ ネルギ ー

をむだつかい しないようにしようと思いま

した。」 な ど
・指導資料は,児 童にとって分か りやすいもの

であったが,数 値やグラフをさらに見やすい

ものにすると効果 的で あることが分かった。
・今後は,指 導対象 にあった資料活用方法 の

工夫が必 要であ り,政 策的な要素 も多 いの

で,ど こまで教材 を掘 り下げ,ね らいをど

こに定 めるか吟味が必要である。

◇ 渡 島では,今 後,指 導資料 を活 用 した実践

を積 み上げ,エ ネルギー教育の推進 に努 めて

い くこととして いる。

〈校長 の関わ り〉
・エネルギー教育 を積極的に推進す るために

,

校長会 として 「指導資料」 を作成する こと

によ り,校 長が 自ら資料 を活用 した り,実

践 に生か した りできるようにした。

(3)実 践研究～指導資料の活用と実践事例の紹介

◇ 指導資料 について,小 学校低学年からでも

使用できるように地の文については,全 ての

漢字 にふりがなをつけ幅広く活用が図られる

ようにした。

◇ 本指導資料 を教材の一つとして活用 して,

6学 年理科で授業実践を行った。
・エネルギー生成に伴う環境問題 特に地球

温暖化問題への関心が高まり,有 害ガス排

出がない原子力発電は,万 が一大きな事故

が起きると人体や自然環境の被害が甚大な

ことへの理解が進んだ。

〈校長 の関わ り〉
・指導 資料 を活用す るな ど,今 日的な課題 に

意欲 的に取 り組み実践 しよ うとす る教師 を

育て る。
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2課 題

(1)小 学校 としての実践 を進めているが,本 来,

エ ネルギ ー教育 は小 中学校が連携 して進 めるべ

きものであ り,今 後,取 組 を拡 大 させ てい く必

要がある。

(2)エ ネルギー教育の内容が多岐にわたる中で,

内容をかな り絞った調査 ・経営 ・実践研究 となっ

ていることか ら,今 後 の社会の動向を見定めて,

内容 を充実 させてい く必要がある。
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